
項　　目 判　定 チ　ェ　ッ　ク　項　目

住宅用火災警報器を、寝室や階段に設置している。

　※台所、居室や仏間にも設置をお勧めします。

定期的にひもを引っ張る、ボタンを押すなど作動テストをしている。

住宅用消火器、エアゾール式簡易消火具を備えている。

消火器の使用方法を知っている。

古い消火器は処分している。

防炎物品 エプロンや寝具などに防炎物品や防炎製品を使っている。

寝たばこをしない。

たばこの投げ捨てをしない。

灰皿の吸い殻は、水につけて、こまめに捨てている。

ストーブで洗濯物等を乾かさない。

器具の周りに燃えやすいものがない。

給油は、火を消してから行っている。

たこ足配線をしていない。

コードを束ねて使っていない。

プラグはコンセントにしっかりとささっている。

コンセントは定期的に、ほこりを取っている。

使っていない電気器具は、コンセントからプラグを抜いている。

調子が悪かったり、老朽化した電気器具を使っていない。

天ぷらを揚げているときに、その場を離れない。

グリルや換気扇など、油汚れを定期的に清掃している。

コンロの周囲や上に、布巾など燃えやすいものがない。

ガス器具を使わない時は、ガスの元栓を閉めている。

ガス漏れ警報器が設置してある。

仏　間 ろうそくやお線香の火は、その場を離れる時に消している。

家の周りに燃えやすいものを放置していない。

ゴミは決められた日に出している。

火の元 寝る前やお出かけ前に火の元の確認をしている。

火事・救急の時、電話のかけ方を知っている。

避難しやすいように、ろうか、階段や窓際など、整理整頓している。
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放火対策

わが家の防火診断表　　　　　　　蒲郡市消防本部

　「わが家の防火診断」お疲れ様でした。ご自宅の防火対策はいかがでしたか？

　見直しが必要な項目があれば、対応を行って、火災から大切な命、財産を守りましょう！

ご家族で防火対策を診断してみましょう。ご自宅の環境に合った防火対策を行って火災を防ぎましょう。
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